
躙覧

=壁避難場所
が「上 小学校上の_会員様

一時避難場所 び避難所の変更について
/ .
t* II練当日のみ)

2025年 10月 20日

自治会法人 東林間自治会

防 災 部  )酉井光政

11月 9日 (日 )の東林地区防災訓練は、避難所の「上鶴間小学校」が

学校の都合のため使用できません。

従って、今 の訓練は「上鶴間中学校」を使用して行いますので、口

上鶴間中学校へ集合 してください。

※変更は今 のみです。

一時避難場所集合 : 「上鶴間中学校」正門

l
避難所 「上鶴間中学校」体育館

お間違えの無いようご注意ください。

移動

|ヽ ′ L
考へ」_

口



令和7年 ■0月吉目

地域の皆様
相模原市立くぬぎ台小学校

校 長  桂徳  泰彦

くぬぎ台小学校「開校記念式典」に関するお願い

秋風が心地よい季節となりましたが、地域の皆様におかれましてはお変わりなく

お過ごしのことと存じます。日頃より本校の教育活動についてのご理解、ご協力い

ただき感謝申し上げます。

本校は1975年に開校し、今年度50周年を迎えます。12月 には、「開校記念式典」

を本校体育館で行います。開校記念式典では、くぬぎ台小学校の50年の歴史をスラ

イドにして発表をしようと考えています。私達は学校に残っている卒業アルバム

や、記念碑を元にスライド作りを進めていますが、くぬぎ台小学校の50年の歩みを

伝えるための資料が足りていません。

そこで地域の皆様に、当時のくぬぎ台小学校の様子を教えていただきたいと思っ

ています。

くぬぎ台小学校に在籍をされたり、ご親族の方がくぬぎ台小学校に在籍された方

に、当時の写真や思い出の品を貸して頂いたり、インタビューを受けていただきた

いと思っております。

つきましてiよ、_10月末までに次のQRコ…ドからご回答いただきますようお願い

申し上げます。

地域の皆さまと50周年を祝い、次の50年につながるようなスライドを作りたいと

思っています。どうぞよろしくお願いいたします。

なお、大変恐縮ですが、想定を大幅に上回る資料が集まつた際には、スペースや

時間の都合上、金ての資料を活用しきれない可能性がございます。あらかじめご了

承ください。

く詭ぎ盤小撃紋 FI11懸‐1織1機念式典」
宙
遷
叫
響
辞
熱
静
計
，
魯
彎
一田
室

ュ
諄

日回

奉
枷
選
Ｖ

凛
醸
籍
毬
ご
執
彗
域
響
静
悔
羅■:『軍暮寧機購躍懇緋華常尋晏

問い合わせ先

くぬぎ台小学校

(電話)746‐0811

(住所)252‐0302

相模原市南区上鶴間5-7‐ 1

担当 :6年担任 渡部智樹
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第 233号
発行 東 林 公 民 館
編集 広  報  部
相模原市南区相南1-10-10

電「 042-744-0087(代 )
人口……・……4L624人

(男 20,466・ 女21,158)

世帯……… 22,479世帯

(R7.8.1現 在 )

脩罐瞳 餞陪渕瞼

夏体みの暑い日、総摯 31名で'相模原

市内の社会見学を行いまし社。=消防

指令センターで
。
|よ、色 与々種類のう肖「方

車十救急車を見せマt弓 い、指令室

マ"1夢働いている様子tガラス越しに

見学しました。

昼食tと り、市役所の晨智台へ。天気

が良かったのでk還|く まで=よ く見ラ度せ、

山村ガラスヘ移重力し、高温で
=ガ
ラス

瓶が製作される過程t間近で
=見
るこ

とがで=き まし社。

アンケート結 果で
iも
、「 バスの中まで

3

豪しかった !」 との声が多く、充実し

た一日t過ごすことがで=き まし性。

ガラス工場
lこて

消防指令
相模原市
役所展望
台1こセンタ_に

令和7年度の「館報とうりん」|ま年4回 (7月 1日、10月 1日、 1月 15日、3月 25日 )の発行を予定しています。
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令和 7年 10月 1日 東 林 公 民 館 報 (2)

俳

句

講

座
６
月
７
日
（土
Ｙ
２１
日
（土
）

俳
誌

「あ
ふ
り
」
主
宰
の
小
沢

真
弓
先
生
を
講
師
に
迎
え
、
初
心

者
に
も
分
か
り
や
す
い
俳
句
の
基

礎
を
学
び
ま
し
た
。

２
回
目
の
講
座
で
は
、
梅
雨
の

晴
れ
間
に
恵
ま
れ
た
暑
い
日
で
し

た
が
、
公
民
館
の
外

へ
吟
行
に
出

か
け
、
季
節
の
風
情
を
感
じ
な
が

ら

一
句
を
詠
み
ま
し
た
。

作品の発表は少し緊張

いつもの風景も新鮮な気持ちで

そ
の
後
の
句
会
で
は
、
参
加
者

全
員
が
詠
ん
だ
句
の
中
か
ら
選
句

し
、
選
ん
だ
理
由
を
語
り
合
い
な

が
ら
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

俳
句
と
い
う
と
、
少
し
難
し
そ

う
な
印
象
が
あ
り
ま
す
が
、
初
め

て
の
方
に
と
っ
て
も
、
俳
句
を
身

近
に
感
じ
る
良
い
機
会
に
な
り
ま

し
た
。

票数が一番

多かつた作品

東 林 公 民 館 鶉躙で

隆

■
等
だ
彙
〓

本
ｔ
一■
花
ｔ

姿
一暑
か
な

一　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一　
　
作
者

“
好
子

騨

轡醸δ

咆暮踵炒膠

令
和
７
年
度
最
初
の
ボ

ツ

チ
ャ
講
習
会
で
す
ｏ
参
加
者
は

１９
名
で
、
小
学
生
か
ら
”
歳
代

の
方
ま
で
と
、
幅
広
い
層
の
講

習
会
と
な
り
ま
し
た
。
全
員
で

基
本
か
ら
皆
さ
ん
教
ゎ
り
ま
し

た
。
投
げ
方
や
ル
ー
ル
を
教

わ

っ
て
ヽ
試
合
に
な
る
の
で
す

が
、
皆
さ
ん
飲
み
込
み
が
早
く
、

す
ぐ
に
水
本
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
も
、
「楽
し
か

っ

た
」
「
ま
た
や
り
た

い
」
と
、

意
欲
満
点
で
し
た
ｏ

瑕瘍鰺曖

令
和
７
年
度
の
ボ

ツ
チ
ャ
大

機

会
が
行
わ
れ
、
参
加
は
７
チ
ー

な
鶴
　
ム
で
し
た
。
皆
さ
ん
、
何
度
か

静
‐
　

ボ

ッ
チ
ャ
は
経
験
さ
れ
て
い
ま

・冬
珀
　
す
の
で
、
開
会
式
の
後
、
す
ぐ

櫻
院
　
に
試
合
開
始
で
す
。
今
年
の
目

響
鶴
　
玉
は
年
長
の
子
ど
も
が
入

っ
た

一〓

「
テ
ル
ソ
ナ
」
と
い
う
一親
子
一３

人
の
チ
ー
ム
で
す
。
勝
ち
進
み
ヽ

何
と
決
勝
進
出
で
す
。
惜
し
く

も
昨
年
度
の
大
会
３
位
の

「イ

ン
デ
イ
ア
ン
ズ
」
に
負
け
‐、
準

優
勝
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
年

齢
を
問
わ
な
い
ボ

ッ
チ
ャ
の
真

髄
を
地
で
行
く
結
果
で
し
た
。

一
■
格
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フ

熱
気
に
留
メ
″
た公
民
館

東
林
公
民
館
で
は
初
の
出
演
と
な
る
音

楽
グ
ル
ー
プ

「Ｓ
．
〇
。
Ｓ

（サ
ザ
ン
オ
ー

ル
ド
ス
タ
ー
ズ
）」
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
、

音
楽
ラ
イ
ブ
を
開
催
し
ま
し
た
。

結
成
１０
周
年
。
８
名
の
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
サ
ザ

ン
オ
ー
ル
ス

タ
ー
ズ
の
曲
や
昭
和
歌
謡
な
ど
、
親
し
み

の
あ
る
曲
が
次
々
と
披
露
さ
れ
、
会
場
は

自
然
と
手
拍
子
が
起
こ
る
ほ
ど
の

一
体
感

に
包
ま
れ
ま
し
た
。

ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
熱
気
あ
ふ
れ
る
歌

声
が
響
き
渡
り
、
盛
り
上
が
り
は
最
高
潮

一し
―
・
参
加
者
か
ら
は

「青
春
が
よ
み
が
え
り

ま
し
た
」

「
一
緒
に
歌

っ
て
泣
き
ま
し
た
」

「
エ
ネ
ル
ギ

ッ
シ
ュ
で
楽
し
い
、
元
気
を

も
ら
え
る
ラ
イ
ブ

で
し
た
」
と
い
っ
た
、

喜
び
や
共
感
の
声
が
寄
せ
ら
れ
、
音
楽
の

力
で
地
域
が

つ
な
が
る
、
心
温
ま
る
ラ
イ

ブ
と
な
り
ま
し
た
。

7月 6日 (日 )

.:::華:‐:::1.1‐|:::::::::.・・・写‐鷲蓼栞.::.MFぷ静⑮蟄
'碧‐⑮:瘤ン..,「 :裔抒∫争F.は|:::.::::::::::::|::不 弩浙:11:賦務

大熱気のステージ

満員の観客席は大盛り上がり

公
民
館
共
催
事
業

東
林
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
　
７
月
２７
日
（日
）

ラストは全員で熱唱

昨
年
大
好
評
だ

っ
た
特
別
企
画
を
夏
休
み
限
定

で
行
い
ま
し
た
。
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
フ
タ
ー
の

ト
ー
リ
ー
君
を
館
内
で
探
す
ゲ
ー
ム
に
、
約
３‐
名

の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
■
り
■
君
か
ら
一０
質
問
一一「好
き
な
か
〓
氷
一

倒
的
に
一「ブ
ル
■
Ａ
，
イ
」一一で
し
た
一

次
回
は
、
冬
体
み
期
間
に
新
た
な
企
画
を
考
え

て
い
ま
す
。
ま
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

公
民
館
の
ホ
ー
ル
に
て
、
サ
マ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

００
席
ほ
ど
用
意
さ
れ
て
い
た
席
は
満
席

に
な
る
こ
と
も
―

ど
の
団
体
の
皆
さ
ん
も
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
存
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に

「翼

を
く
だ
さ
い
」
を
合
唱
し
、
和
や
か
な
雰

囲
気
で
終
了
し
ま
し
た
。

大
人
気

、
　
　
　
　
日
〓
ア

ニ

Ｆ

Ｊ

Ｊ

　

Ｊ

―
君
書
探
せ

山

ノシ
/

艤

Ⅲ..'1熱

.響

'攣

|:,準 111

イ

■
■
■
，

，

鵞



令和 7年 10月 1日 東 林 公 民 館 報 (4)

●夕 1′ スマスエ作教:室
開催日 :令和 7年 12月 7日 (日 )

時 間 :13時 30分～ 15時 30分
対 象 :館区内在住、在学の小学生
定 員 :30名 (申込み多数の場合は抽選)
参加費 :300円 (予定)
持ち物 :飲み物、筆記用具

申込み :令和 7年 11月 5日 (水)～ 19日 (水 )
公民館窓□および電話にて受付

●お菓子作 1,講座
開催日 :令和 7年 12月 113日 (土 )
:9時 30分～正午
:館区内在住t在勤、在学の方

:16名 (申込み多数の場合は抽選)
:1,000円 (予定)

持ち物 iエプロン、三角巾、ふきん、筆記用具

申込み :令和フ年 11月 11日 (大)～ 30日 (日 )
公民館窓回および電話にて受付

知つていますか ?本の予約取置やリクエス トができます ♪
図書室内検索機 。図書館ホームページから、本を予約取置することができます。予約の際には、
メールアドレスとパスワードの登録が必要です。また、新刊本や市内に所蔵がない本をリクエストする
こともできます。

リクエストするときには、図書室カウンターのリクエストカードをこ利用ください。
詳しくは、図書室カウンターにてお尋ねください。

間

象

一員

費名刀

時

対

定

参

【東林公民館図書室】開館時間 :午前 10時～午後5時
※開室直後や閉室間際は混雑します。

【体室 日】月曜日、祝日の翌日、第2木曜日、年末年始
※公民館体館日(第 4月曜日)、 年末年始は返却ポストも使えません。

鳥

令
和
７
年
度
前
半
の
事
業
が
各

種
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
に
は
俳
句
教
室
が
開
か
れ

梅
雨
の
晴
れ
間
の
季
節
を
感
じ
て

一
句
詠
み
ま
し
た
。

７
月
の
夏
休
み
に
入
っ
て
す
ぐ
に

こ
ど
も
社
会
見
学
で
は
、
消
防
指

令
セ
ン
タ
ー
や
山
村
ガ
ラ
ス
エ
場
な

ど
普
段
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
市
内
の
施
設
を
見
学
し
ま
し
た
。

ま
た
、
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど

音
楽
の
催
し
が
行
わ
れ
、
夏
の
暑

さ
に
負
け
ず
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

他
に
も
ボ

ッ
チ
ャ
講
習
会
な
ど

が
開
か
れ
、
後
半
も
季
節
に
合

っ

た
好
企
画
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。（阿

）

囲
輻
圏
躙

― 東林公民館
では、広報部員を募集しています

―

●とうりたコンサニト
開催日 i令和 7年 11月 30日 (日 )
時 間 :‐ 13時～ (12時 30分開場)
定 員 :40o名 (直接会場へ)
参加費 :無料

持ち物 :ス リッパ、外靴を入ねる袋

会 場 :東海大学付属相模高等学校中等部ホール

●フアミ」′■バトミントン講習会
開催日 :令和フ年 12月 6日 (土 )
時 間 :9時 30分～ 11時 30分
対 象 i館区内在住、在勤、在学の方
定 員 i30名
参加費 :無料

持ち物 :体育館シユ‐ズ、飲み物、タオル

動きやすい服装

会 場 :上鶴間小学校 体育館
申込み :令和

‐
7年 11月 7日 (金)～ 26日 (水 )

公民館窓口および電話にて受付

鬱バ
〉

騒 1書1室から|のお屹吻瑕

|||||||||||1東林公民館では|||「公民館ホ■ムベ■|ジ」
|::点:轟|'||;||ジ |||:|||1祟え嘉111111111,歯豊葉森1善轟」||
1去111tll基良態|あ1格報11発唐|しを:||ヽます|:|||
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令和 7年 10月発行 東 林 ′3ヽ く し 第69号 (1)

虚 ≪躾
颯
J螢医
璽L

獨鼈褥

箋 褥

一災害時、自分の家族 0まちを自分達で守る !令和7年

鯰鱚屹胚繹鶉烙熙晰炒鰤 量
鯰鱚颯隧鶉膵靡瘍徒蟷毯

蠅鰈瘍覺魏鰤漑舅雉餃鞣舅鼈文吻
8月 22日 (金)東林公民館にて東林中。上鶴間中・
新町中・横浜隼人中。東海大相模中より20名が参加。
体験学習に先立ち南区役所地域振興課 栗山直樹
さんより、「自主防災について」最近起こった事例
を基に災害に備える基本 (自助・共助・公助)を、
日赤奉仕団 野村辰美さんより、もし災害にあつた
場合の心構えと対処法など、昼間地元にいる中学生
が地域貢献の担い手として期待されているとの講
話後に8種類の体験学習に臨みました。

119番通報
スマホで救急を想定して

実際に119番通報をしてみ

る。訓練とわかつていても

ちよつと緊張 !

覺馴陽鰺鰈蟷
A巨D機器とダミー人形
を使い各人が操作体験。実
際やつてみる体験は大事。
私達も人命救助できます。

段ボールベット
組み立て
リーダー役中学生が説明
書を見ながら協力しながら
組み立て。完成後さて寝心
地は? ~

燎鰺鋏蠅塚
これが実際の地震という
ものか |!過去に起こつた
大地震の再現された揺れに

言葉もなし |

屁覺鶉蝙
設定した火元に向け、水
消火器で初期消火体験。噴
射10秒足らず、アッという

間でした。

隋鏃当瘍螂抒
いざという時、そして日

常生活にも応用でき、矢□っ

てると役に立つ巻結び 。自

在結び 。連結止め結び。

鶉核黎塚
災害時の負傷に身近なハ
ンカチ。バンダナで手の甲、

指の上血をお互いやつてみ
る。こんな感じかナァ～。

魃隋饉洟
固定電話・携帯の不通時
に使い方や通信ルールを矢□
り双方で通信体験 |

こちら本部 ドーゾ。了解

以上。

指 導 相模原市赤十字奉仕団 。相模原南消防署
運営協力 東林地区自治会・ボランティア団体

誉≫ゲゝ吻≫秒ピ冒耗颯鍮褥辣痣饉瘍欝
◎講話と実体験で地域の担い手としての自党が出てきました。

◎自分たちにも出来る事が色々あると言う事がわかったいい体験でした。

◎去年も参加しました。今回体験科目も増え有意義でした。また機会
があれば参加したい。

今回参加した中学生の真剣で熱意ある姿に地域の有力な担い手を感じま
した。期待してます |

漑慇艤誂
昼食に防災時非常食
アルファ米とレトル ト
カレーを頂き、おいし
い体験も |デザー トに
かき氷付き。

ホームページは
こちらから

東林地区 (令和7年 8月 1日現在)

人  口  41,624人

世帯数 22,479世帯
【発行】東林地区社会福祉協議会
相模原市南区相南1丁目10番 10号

a(042)705-3315

第
１８
回

晰
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7月 18日、地区社協では「居場所づくり」と「多

世代交流」のあり方、医療と福祉の接点を知り、

今後の地域支援活動に活かすことを目的に2つの施

設を訪問しました。

ここでは、地域の人々が自然と集い、世代を越

えて交流する

「おむすび」と

いう多世代食堂

が開かれていま

す。この取り組

みの中心にいる

のは、僧侶の古

丼昇空さん。「小

さな町の小さな

寺ですが、人に寄り添わせていただくのが寺の役

割です」と語るその言葉通り、お寺は地域に開か

れた温かな居場所となつています。「おむすび」は、

ただの食堂ではありません。誰かと一緒に食事を

する「共食」は、心

の健康にも良い影響

があると言われます。

子どもも大人も高齢

者も分け隔てなく、

皆で作 り、食べて、

片付ける一そんな自

然なふれあいが生まれています。古丼さんは「こ

の場所は、地域の人が “やりたいこと"を自由に実
現する場。今はたまたま食堂をやつていますが、

食堂でなくてもかまいません」と話します。また、

「福祉とはマイナスをゼロにすること。そこから先

のプラスは、地域の力で築くものです」と、地域

の主体性の大切さを強調されました。制度に頼る

だけではなく、人と人とがつながり、支え合うこ

とで生まれるあたたかさ。東光院の取り組みは、

これからの地域づくりへのヒントを私たちに与え

てくれました。

自然豊かな環境の中に立地する平塚十全病院は、

超高齢社会を迎える現代において、良質な医療・

看護 0介護の提供を使命とする療養型医療施設で

す。長期療養が必要な高齢者や慢性疾患の患者に

～船附山薬王寺東光院と

平塚十全病院を訪ねて～

対し、一人ひとりに寄り添つたきめ細やかな療養

生活の支援を行つており、地域医療に大きく貢献

しています。

当 日は、副院長、

看護部長、常務理事

の方々から病院の理

念や運営についてご

説明いただいた後、

院内の各所を見学 し

ました。廊下は、他

の病院の倍くらいの

広さがあり、明るく清潔に保たれており、入院患

者や面会者が穏やかに過ごしている様子が印象的

でした。また、医療スタッフの方々の応対にも温

かさと丁寧さが感じられました。医療と福祉が連

携し、安心して療養できる環境を実現している施

設であり、今後ますます求められる高齢者医療の

あり方を考えるうえでも、大変示唆に富む視察と

なりました。

蓼茫熙熙「S予茫予蝋誂琲:鯰贅
子育てサロン母べえでは子育て中の保護者

を対象に体操教室を開催しました。

体操の指導にはシンコースポーツから2名

のインス トラタターが来て下さり「ス トレッ

チのやり方がわかりやすかつた」など参力□者

からの感想がありました。

例年は講演会を行つていた母べえですが今

回は体操教室と保育を初めて取 り入れまし

た。今後は皆様からの声を取り入れながらよ

り参加しやすい母べえにしていきたいと考え

ています。

3月 15日 (土)午後 1時～
東林公民館 大会議室 参加者 9人

とR翼|え≦光|』
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奄藝

躊嘲蟷鰈瑕鰊鱚
③

竃琴∫

:感じ綸てみませんか?

いつまでも住み慣れた地域で元気に暮らしてい

くために、地域包括支援センターでは介護予防教

室の開催や地域で行う、しヽきいき百歳体操等のグ

ループ立ち上げなどを支援しています。今年度も

介護予防教室から新たなサークル立ち上げに向け

て話し合つています。

加齢や病気などで一度生活しづらくなつても、
「再び出来るようになる」りエイブルメントを目標

に、皆様それぞれが再び望む生活が出来るような

取り組みを一緒に考えさせていただきます。

東林第 2地域包括支援センター TEL 042-705-8278

酵
ヽ

■.普段の場舌政 無理なく体を動かしましょう !

_■
(0ス トレッチ、ウォーキングをする

_■  ◆テレビ・ラジオ体操をする

ヽヽ

運 動 恣
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翠ヶ丘自治会館にて毎月第三金曜日 PM 2:00～ 4:00

ゆつたり流れるBGMと季節のお飲み物をご用意し

て、気ままなおしゃべりを楽しむ場を提供しています !

ご近所さんお誘いの上お気軽に足を運んでください。

年内開催予定日 10月 17日・11月 21日 012月 19日

睡つたとき

曇薩なとき

不安置なつ鑑ときは

機気機に
ご機醸く露さい:

○

◇みなさんがかかえる問題について、みなさんの立場で、親身に相膝にのります。
◇心配ごとを解決するために、福祉の制度など様々な支援サービスをご紹介します.
◇必要1こ応じて、関係機関・団体や福祉サービスとのつなぎ役を務めます。

損祉1lC閲 :すうここ 子奇てlC間,誌うここ 壼盾 健ヽ康1こ問|オうここ

地域包播支援センター‐ 社会福‐祉協議会

自治会 楓祇事務所

拳 機

子裔て宮帰
むンタ".

児童襴議藤

脅小郡個議
センタ".者スクう磁
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eh虔雖量参≪

辟堂彎晰大 Iか 懸魏瞑書れた
罐罐櫨轍瘍膠鬱ン参ィ響警

身近な種談穂手 秘密|よ守り譲す
や見守り役

|・■

饒

覇夢汽
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″

電ベ

ぅ篠みよ
し`畿舎

毎纂
驀養辱、

慮

必要な支援への
つなぎ機:

餐 ・

バランス蒔農も唸 事を心がけましょう 1

◆できるだけ3食食べる
◆主食・主菜・副菜をそろえて食べる
◆たんぼく質をしつかり食べる

莉
歯と食べる機能をできるだけ維持しましょう 1

祠◆定期的に国の中の自己チェックをする

◆歯磨きで溝潔を保つ

◆食べる機能を維持するためのトレーニングをする

暉ヽ

卜_'や、
ノ ーリ
リ ず
邊奎ゴ_

人や社会とのつながりをもちましょう I

◆気の合う仲間を見つける
◆ボランティア活動や、地域の集まりに参加してみる 躙

吻漑絣颯靱

東林地区民生委員児童委員協議会
相模原市南区相南1-10-10
東林まちづくリセンター内
丁EL 042-705-3315

■ざ

民生委員・児童委員 こ主任児童委員は、
あなたの―番身近な相談相手です。

民生書員:1参 鋼ヽ1係団体じネ■ィトワ■クで
'磁

.り豊:を蒙:接し豪サ,
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膨
・T.咆 究距 翁 ず

‐
幌 雪́
‐
膠
・メ・嘗 ―隕 響 隋 T膠

◎饒醸舅饉鉤一学蝉      ◎顆鑽骰鬱ぽ鷺
◎薇賤褥祠鶴響鸞攣      ◎晉鵞冨蠅薇靱慟鐘
◎饉魏辣翼辣示        ◎饉鰊馨閻蝙鳳
申彎摯鬱》菫彎撃         瘍躊慄1憔―サ攀
◎響作ぶ震《ン・陪録巡蝙雉    中鬱ぱ鶴畿礫鯵耗⑮―鸞蜂
◎真鬱≫撃鬱燿響…曹鷺経醸≫卜  ◎鐵炒蜆隧鏃鬱鸞tソ鬱鵞薇攀畿
◎臨磯鬱鶴骰畿辣熙辣瑯     ◎瞳轟骰べぽ嘔庫鰺蝙
※内容鰺変裏鍾磐る場合があふ:参械。ご7最くだ毯修ξ。

健康こ福祉を

見て J

体験じて′

知ってみきせんか?

こう ιlた こう みん かん

東 林 公 民 館

※駐車場けごぜいき世た。徒歩・自転車であ越しください。

■

_1‐

じ書
令和7年 11月 10日槃蒻

一
財

10800～ 1480

蜀
・

雉蝙隋跛 ξ ∫罐糧了攣 (露 饉食。申畿艤菫 繋磯義轍書.鬱 :膠◎～)

子ども日品

実 行 委 会

(響 蝙鉤艤 響鬱:膠麒～警轟:

鰺鰊鬱顆核 晰玲輻骰褥
・ 合同会社木人生活介護 のこのこ
。社会福祉法人 ちとせ交友会 東林間ちとせ保育園
0社会福祉法人 ちとせ交友会 上鶴間ちとせ保育園
機麒惨な鶉颯甕1咆祗鋏魏蝋蒻露鰺議

抒
::|‖::<褥

眈薇隆鍼趙心>:l:‖
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曇  輪 ヤングボランティア活動もつと広げていきたいですね。               (敬 ) 憂
菫  瘍 防災体験教室で学んだ中学生を頼もしく感じました。                (賢 ) 轟
曇  輪 ヤング防災ボランティア体験教室は自分の身を守ることを学ぶことにより家族などを助けるこ  菫
菫   とができることを体験します。                           (匡 ) 菫
護  膵地域の力と人の温もりに深く触れた視察でした。                  (修 ) 彗
ち鮨II‖』:餌 ::‖ 1鐵 ;i:]111:‖‖:‖‖鶴:!:l‖‖l競翻i:l‖‖l;;:驚‖:|1懸‖l覇 l::11:li!HI:難 ‖|:廟 |:難 !1鰯 1:1縮‡1蹴 ||1経 i::::1嶽臨lll椰 l:椰‖‖!|:|:剛 :|‖ l額 |:!l:‖ 11‖拙:!:1::‖ :‖ l競爾111:1:!:螂 !‖潮l‖ 1:11lξ

かぞくみんなで

きてゎ r

(1日 )

鍼

鶉 膊 魃

・ 公益社団法人相模原法人会大野南支部

……・・・……・・……。…・…。……。ア4,557円

。東林地区在住 匿名 。……・…。36,133円

議窯お轟 鞣 :労忙炉 髯熙 乙平/な名堡 ξ摯


